
雫羞？喜雫裏塁華浣萱葦蚕桑撃讐母悪ぢ蟹轟  
～相互交流。高大連携の実践と評価～  

2年次  後藤春子・竹内義晴・奥村準子・渋木陽介・初谷和行・  

封崎加奈子・丹羽美由紀・金城幸廣   

要旨 本校における初めての台湾校外学習は、現地高校生との相互交流（台湾と日本で2回の交流会、  

ホームステイ実施）を主題に準備を進めてきた。その過程で大学や保護者、関係各所の連携・協力をい  

ただき、無事校外学習と交流会を終了した。本稿では今年度の校外学習にたいする取り組みを報告しな  

がら、総合学科高校における海外校外学習プログラムの評価と、国際交流および高大連携の在り方につ  

いて検証を試みる。  

キーワード  海外校外学習 異文化理解 相互交流 高大連携 インフォーマルエデュケーション  

1．はじめに   

本校では、平成8年度より海外での校外学習を実施し  

ており、平成8～15年度は韓国へ（うち、1回はSARS  

の影響で沖縄へ変更）、平成16～18年度からはオース  

トラリアヘ、2年次生160名（4クラス）が研修を実施  

してきた。平成19年度（総合学科13期生）は、燃油サ  

ーチャージ高騰や円安（当時）などの経済的影響もあっ  

て、13期生担任団は行き先の再検討をはじめ、時間を  

かけて行き先を台湾（本校では初）に決定した。   

台湾は2001年より日本の文科省にあたる教育部が日  

本からの修学旅行団誘致と台湾人高校生の日本への海外  

派遣を積極的に支援している。2002年12月には「台湾  

国際教育旅行連盟」を設立し、海外教育旅行の企画・交  

流コーディネートをおこなっている※1。同連盟をはじ  

め、さまざまな方面からの働きかけと協力をいただいて、  

国立淡水高級商工職業学校との相互交流（両校の生徒が  

お互いに訪問しあい交流を深めた）が実現した。特に、  

台湾籍の本校保護者や台湾から筑波大学へ留学してきた  

院生・学生の協力をいただいて、無事に交流行事を終え  

ることができた。   

本稿では、今年度の校外学習にたいする取り組みを報  

告しながら、総合学科高校における海外校外学習プログ  

ラムの評価と、国際交流および高大連携の在り方につい  

て検証を試みたい。  

や交流会準備などを担う実行委員会を組織し、学年全体  

を統括するリーダー育成や主体的な委員会活動への発展  

を視野に入れながら学習活動をおこなった。  

また、総合学科の本校では、多様な教科・科目の配置  

と教科間の協働、高大が連携した教育活動を積極的に行  

っている。そこで、台湾での交流の場で、その成果発表  

をおこなうことを試みた。   

今年度は、筑波大学農林技術センターと国際協力機構  

（JICA）と本校が共催する「筑波アジア農業教育セミ  

ナー（TASAE）」視察団に向けた rアジア各国の水資  

源」に関する研究発表を、台湾へ持ち込んで発表した。  

これは農業科の「農から見た環境科学」「環境創造」と  

いう二科目で行われた探究活動であるが、英語科との協  

働によって英訳発表が実現した。   

このように、大学との連携を学習活動の場として積極  

的に取り組んでいる成果を、アジアからの来客のみなら  

ず海外においても発表の場をもつことができたことが、  

交流会の大きな成果のひとつである。多くの発表機会に  

恵まれた生徒は、場数をこなす経験によってプレゼンテ  

ーション能力が飛躍的に伸び、英語によるプレゼンテー  

ションにも自信をつけ、英語学習の意義と重要性を体験  

的に理解することになった。  

3．立案から準備までの流れ【資料①】  

（1）計画段階   

平成17（2005）年軟から13期生の担任団に内定した4  

名が校外学習先・内容の選定を始めた。台湾が日本の高  

校にたいして修学旅行団受け入れ先を探しているとの  

情報を得て、台湾の大使館にあたる台北駐日経済文化代  

表処文化部へ連絡を取ったところ、秘書の黄冠超氏の本   

2．学習の目的と意義   

今年度の校外学習では、相互交流とホームステイ莫現  

による異文化理解、英語学習への意欲喚起、21世紀を  

担う高校生にlアジアの－・一員」という意識を持たせるこ  

となどを目標としてきた。同時に、校外学習の事前学習  
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など、具体的な旅行準備について校外学習委員を中心に  

作業を進めていった。【資料⑥】   

台湾の紹介や中国語講座には、前述した筑波大学の院  

生や本校保護者に協力を依頼し、快く引き受けていただ  

いた。学校の近隣に住む保護者の陳氏は、生徒が卒業し  

た後もボランティアスタッフとして協力していただける  

とのことである。また、筑波大学の院生の皆さんも、大  

学と本校との距離はあるものの、筑波エクスプレス開通  

により交通手段が確保されたこともあり、今後も協力し  

てくれるとのことである。  

校訪問が実現し、相互交流の可能性について検討してい  

ただくこととなった。   

平成18年度に入り、新入生（13期生）を迎え入れて  

から本格的に校外学習の行き先について職員会議の場で  

の議論も行いながら行き先を絞り込んでいった。特に保  

護者・生徒には入学前の学校案内パンフレットでオース  

トラリアの写真が印象に残っているために、「なぜ台湾  

なのか、オーストラリアではダメなのか」という率直な  

疑問への対応が求められた。   

保護者会で校外学習に対する教育方針について説明を  

おこない、旅行代理店への見積を繰り返して旅費を比較  

しつつ、保護者への意向調査を経て、少しずつ校外学習  

の学習意義、「相互交流」の持つ教育効果などを理解し  

ていただき、行き先を台湾にすることに7解していただ  

いた。【資料②③】  

4．校外学習の実際（2回の交流会）   

平成19年12月6日に淡水商工高校を訪問した本校2年  

次生は、午前は講堂で全体会、午後はグループ別の体験  

講座、放課後は交流相手と一緒に淡水の街を散策した。  

獅子舞や衛兵交代ショーなど華やかなパフォーマンスと  

淡水商工生による熱烈な歓迎ぶりに本校生徒は驚きつつ  

も、事前に準備してきた英語による学校紹介や、演劇部  

の寸劇とダンスなどを披蕗した。本校生徒の希望者20  

名が2名1組でホームステイを実施し、カタコトの英語  

とジェスチャーで台湾人家庭に受け入れてもらった。  

【資料⑦⑧⑪】   

また、最終日には班別自主研修を実施し、台北市内を  

中心に、MRT（地下鉄）やバス、タクシーなどを使っ  

て各班が思い思いの場所を訪れた。各班1名の学生通訳  

ガイドが同行し、非常時に備えた。【資料⑩】   

台湾から帰国して2週間後、こんどは淡水商工生68  

名が本校を来校した。午前に体育館での交流会、午後に  

各専門教科（農業・工業・商業・家庭・福祉など）の体  

験授業に参加し、希望者のホームステイを実施した。体  

験授業（全9講座）には、筑波大学に留学している台湾  

人の院生・学類生8名と台湾籍の本校保護者に通訳の協  

力を依頼した。【資料⑫⑬】   

坂戸での交流会は忙しい日程のなかでの準備となった  

が、後述する生徒の満足度調査にもあるように、生徒は  

交流会で充実した時間を過ごすことができたようだ。  

（2）台日高校生国際教育旅行シンポジウムへの参加と  

交流校決定   

担任団4名のうち、後藤（学年主任）と奥村は、平成  

18年12月に台湾交通部（観光局）・台湾教育部が主催  

した「2006年度日台教育旅行シンポジウム」に参加  

し、日本の修学旅行団との交流を積極的に誘致する台湾  

各地の高等学校校長団と座談会を持ち、日台両者の教育  

旅行ニーズについて意見交換をおこなった。本校は校外  

学習のスケジュールや学校のマッチング、日本からの修  

学旅行団受け入れの実績などの観点から、配布された資  

料※2をもとに、校長が台湾国際教育旅行連盟の会長を  

兼任する国立淡水商工職業学校との交流を行う方針で、  

教育旅行代理店に話を進めてもらうことを決定した。  

（3）実地踏査、旅程計画、事前学習   

平成19年3月に担任団4名で実地踏査を行って同校  

を訪問し、顔合わせと交流会の打ち合わせをおこなっ  

た。また、旅行代理店による提案で台湾大学も訪問し、  

日本語学科の何瑞藤名著教授による日本語の講話を実施  

していただくこととなった。これらをふまえ、平成19  

年度の校外学習は12月に4泊5日の日程で2年次生160  

名が実施することとなった。【資料④（9】   

事前学習は、2年次の「総合的な学習の時間（週1時  

間）」のなかで実施した。l学期は中国語講座や台湾文  

化学習、日本文化との比較文化レポート作成などをおこ  

ない、台湾への興味喚起を目指した。夏休みの宿題とし  

てパスポート取得を課し、2学期からは班別自主研修の  

計画や交流会準備、英会話学習、宿泊班決めやバスの座  

席決定、しおりの原稿作成、任意保険加入手続きや両替  

5．台肴招間数員研修事業   

ことし2月末に、筑波大学附属学校教育局が支援する  

教員研修事業として、台中市の私立高校である新民高級  

中学から日本語学科教師の林麗容氏を7日間招僻し、教  

育研修と本校教職員との交流をおこない、今後の台湾校  

外学習や国際交流活動にむけた助言・提案をいただいた  

。本校ではアフガニスタンからの教員招碑の実績（3年  

間）があったため、研修プログラムも比較的スムースに   

ー50－  



の割合が大きく増えている点である。これは、系列体験  

講座のなかで淡水商工の生徒に作業を指示したり情報交  

換するときに、「何て説明したらいいか分からない！」  

「もっと英語を勉強しておけばよかった」「淡水のコの  

方がずっと英語がしやペれる」【資料⑬】といった苦労  

を経験するなかで生まれた感想である。台湾で淡水商工  

の生徒たちの大歓迎を経験し、「自分たちも彼らをもて  

なしたい」というゲスト意識を持ちつつも、言葉の壁に  

苦労した生徒たちの率直な感想が、今後の学習意欲喚起  

に結びつくことを期待したい。  

計画することができた。また、林氏の堪能な日本語に助  

けられ、コミュニケーションにもほとんど問題がなく、  

生徒たちも気軽に林氏に話しかける場面を見ることがで  

きた。【資料⑮】  

6．実践の評価   

台湾から帰国後と、坂戸で淡水商工を迎えた交流会後  

にそれぞれ生徒の満足度調査をおこなった。また、交流  

会における筑波大留学生通訳からの評価や交流相手校の  

生徒感想から、校外学習における国際交流について成果  

と課題の検証をおこなう。  

（1）生徒満足度調査【資料⑭－1．2】   

質問紙により、台湾校外学習と坂戸での交流会の各項  

目について、肯定的・否定的回答（4段階）と、「後輩  

に向けたメッセージ」という形で自由記述をおこない回  

収した。回答データ入力は個人名が特定できない形で校  

外学習委員に協力を依頼した。   

【資料⑭－1クーラフ】の結果をみると、2日日夕食（湖  

南料理）と3日目昼食（淡水商工での弁当）に対する不  

満が目立つ。台湾の食事については、米飯中心の料理で  

あるため生徒の不満は少ないと予想していたが、意外に  

も「匂い（スパイス）がきつい」「泊っぽい」など、ふ  

だんの日本食との速いに慣れず胃腸炎で体調を崩す（嘔  

吐・発熱）生徒が2割近くにのぼった。また、旅程スケ  

ジュールも初年度の気合いでいろいろ欲張りすぎ、睡眠  

時間が少なくなってしまったことも体調不良者の増加の  

要因となったようだ。【資料⑭－1表】の記述からも同  

様の傾向が示された。教員たちが予想している以上に年  

々生徒の体力や異文化への適応力は低下しており、生徒  

の実情に合わせた校外学習プログラムの検討は今後の課  

題のひとつといえるだろう。   

その一方で、班別自主研修をはじめ淡水タウンウオッ  

チングなど生徒が主体的に現地で活動する項目について  

は高い満足度を示し、交流会についても概ね良好な回答  

が得られた。特に午前の体育館でのステージ発表は、該  

当生徒が時間をかけて努力したものであったが、直接参  

加しない生徒達からも高い満足度を得られたことは、生  

徒同士の交流が持つ魅力だと思われる。   

【資料⑭－2グラフ】からは、系列体験講座に高い満足  

度が示されている。これは、台湾で出会った淡水の高校  

生たちが、はるばる坂戸を訪れてくれた（再会できた）  

よろこびと、授業をとおして交流できた楽しみ・喜びが  

素直に示された結果と思われる。また、【資料⑱－2表】  

で特徴的な結果が示されたのは、台湾への校外学習後よ  

りも、「英語学習の重要性」について指摘している生徒  

（2）教員・通訳による評価   

【資料⑬】は、系列体験講座を担当した教員と、これ  

に同席した通訳による評価を、生徒のふりかえり（感想）  

とともに、各講座ごとにまとめたものである。   

本校では68人もの海外高校生を一斉に授業に参加さ  

せる経験は初めてのことで、教員側にも多少の混乱があ  

り、通訳の方々の支援が非常に大きな役割を担っていた。  

代表の寮費月氏とは事前の打ち合わせをEメールでおこ  

なっていたが、素氏の指摘にもあるとおり、系列の専門  

性によってはもっと早い段階に指導案（授業の要項）な  

どの情報を通訳と共有することができれば、より効果的  

なパフォーマンスを提供していただけたようだ。また、  

当日は冷え込みの厳しい日だったので、温暖な台湾の生  

徒たちには体育館の行事や暖房のない部屋での作業は寒  

さが厳しいとの指摘を受けた。事前に交流校にたいして  

注意を促す配慮が必要であった。   

一方、教員側からは、「両校の生徒が共同でおこなう  

作業・問題解決」の難易度とタイムマネジメントの工夫  

が指摘された。まだまだ本校教員の経験が少ない分野で  

はあるが、今後の国際教育発展に向け、経験の蓄積が求  

められるだろう。  

（3）保護者による評価   

校外学習と交流会が終わった3月上旬に保護者会を開  

き、報告と懇談をおこなった。生徒が台湾での様子をデ  

ジタルビデオカメラで撮影し、後日編集した映像ドキュ  

メントDVDを放映し、保護者から高い評価を得た。卒  

業式に発行された学校広報誌「筑坂」にも、PTA広報  

委員さんたちが編集に時間をかけてくださった「校外  

学習」の特集ページが見開き2ページカラーで掲載され  

た。保護者会では胃腸炎で体調を崩す生徒が出たことや  

、欲張ったスケジュールに対する指摘もいただいたが、  

ホームステイ受け入れの苦労と感動、子どもたちから交  

流のようすを聞いて、今回の校外学習・交流会について  
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すごいと思いました。   

この【一日の交流及び体験はとても楽しくて、また、皆  

さんの才能を見る事ができ、非常によかったです。今後  

機会がありましたら、また筑坂を尋ね、もう 一度交流と  

体験を参加したいと思います。  

一定の評価をいただけたのではないかと思う。  

（4）交流先の生徒による評価   

平成20年3月に、淡水商工から研修旅行で来日した  

淡水生たちによる感想文集が送られて来たので、通訳を  

お腹いした察氏に翻訳を依頼した。淡水の生徒たちは、  

本校での校流会やホームステイで楽しんだ思い出を率直  

に綴っており、様々な発見や感動が伝わってきた。今回  

の2回の交流が本校生徒だけでなく淡水の生徒にも大き  

な成果をもたらしたことを実感することができた。  

7．評価のまとめと今後の課題  

（1）校外学習先の選定について   

（財）日本修学旅行協会編『教育旅行自書』※2によ  

れば、海外修学旅行へ出かける中高生は平成19年度は  

16万人を越え高等学校ではそのうちの約3％が台湾を  

訪問している。この数値は、最多のオーストラリア  

（16％）、第2位の韓国（14％）、第3位の中国（11％）  

に比べるとかなり少ない。しかし、本校の校外学習積立  

金予算14万円以内で、しかも公立高校の平均値11万円  

程度で実施でき、なおかつ充実した現地高校生との交流  

活動を実施できる校外学習先という選択となれば、台湾  

は効果的な選択だったと評価できる。出発前には感染症  

やテロリ：ズム、政治不安や自然災害など、生徒の安全管  

理の観点から海外校外学習への不安の声が保護者からも  

寄せられた。その一方で、台湾はじめ近隣諸国からの訪  

日教育旅行は今後も増加することが予想され、学校訪問  

の受け入れや相互交流については、グローバリゼーショ  

ンの発展とともにますますニーズが高まっていくだろ  

う。【資料⑤】学校と関係機関の危機管理体制を整備し  

つつJこうした海外からの受け入れ体制づくりを進めて  

いくことが、国際理解教育の発展に必要不可欠となって  

いくのではないだろうか。  

国立淡水商工学務処訓育組編「96年師生赴日本教育旅  

行果彙編」P15より（翻訳：察碧月）  

八、学校交流体験（ビジネス学科2年生女子の感想文）   

筑波大学附属坂戸高等学校についた時に、筑坂の学生  

達が台湾の国旗を持って、歓迎してくださいました。体  

育館に入ったら、世話係の筑坂の学生達が淡水商工の学  

生達の名前を書いたポスターを挙げて探していました。  

私の世話係となっているのがFさんとⅠさんです。   

歓迎会が始まったら、淡水商工の校長先生と筑坂の副  

校長先生が挨拶をして、両校のプレゼントを交換しまし  

た。そして、両校の生徒達の挨拶及びプレゼント交換が  

ありました。次に、両校学生達のご披露が始まりまし  

た。淡水商工の一つ目のショーは曲笛とピアノの演奏で  

した。その次はカクテルパフォーマンスでした。筑坂の  

学生達がカクテルパフォーマンスを見て、すごく興奮し  

て、ずっと拍手して素晴らしいと言いました。   

次は、筑坂のご披露についてです。まずはダンスの部  

のご披露で∴その次は楽団演奏です。一番印象に残った  

のは、演劇部のショーです。この前、演劇部が台湾で、  

ウオーターボーイズを演じました。すごく面白かったの  

で、特別に印象深いです。今回のテーマは忍者でした。  

同じく非常に面白かったです。演劇部は非常に素晴らし  

いと思いました。伝統的な日本舞踊（ソーラン節）のご  

披露が歓迎会の最後を飾りました。   

午後は体験講座でした。アパレル体験グループの皆さ  

んは手作りの浴衣を着て、巾着袋の作り方を教えてくだ  

さいました。まずアイロンとミシンの使い方を教えても  

らって、その後は自分で作りました。皆さんは私がミシ  

ンを使って縫った線がとてもきれいとほめてくださいま  

した。とても恥ずかしかったです。なぜかと言うとミシ  

ンを使ったのは初めてでした。巾着袋を完成してから、  

先生が今年の成果発表会（文化祭ファッションショー）  

の映像を見せてくださいました。筑坂の皆さんは本当に  

（2）大学との連携について   

今回の台湾招碑教員研修事業や筑波大留学生通訳の活  

躍について、大学とのよりよい連携のあり方を再考察す  

る契機となった。前者は筑波大学学校教育局から国際化  

対応経費支出というかたちで支援をいただき、研修が実  

現した。また、留学生たちの積極的な協力の背景には、  

大学と附属学校との連携強化の意識が高まってきたとも  

言えるだろう。大学（または学生）と本校両者のニーズ  

やメリットが生まれる形の連携であれば、関係者の負担  

感よりも達成感が大きくなり、継続的な連携体制構築が  

可能となるのではないだろうか。  

（3）校外学習のインフォーマルエデュケーション   

校外学習では、短期間であっても生徒は海外で生活す  

る時間を体験する。広田（1997）は、海外生活経験者  

を「異質性の体験者」と表現し、「自らの『異質性』を   
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⑨ 日本でのホストファミリー体験アンケート（抜粋）  

⑬ 班別自主研修コースー一覧表  

⑪ 淡水での交流会プログラム  

⑫ 坂戸での交流会プログラム  

⑬ 坂戸での交流会・系列別体験授業の記録⑭ 生徒の  

評価（グラフ）  

⑮ 台湾招脾教員研修概要  

認識することで自らの文化習慣を絶対視する意識から解  

放され 文化習慣を相対化する姿勢を身に付け」ること  

ができるという。※4   

こうした意識変化は、異文化理解のみならず、障がい  

者にたいする意識改革など、「他文化共生」が求められ  

る現代の日本社会において、生徒たちが経験すべき重要  

な学びのひとつと言えるだろう。   

松岡（2007）の言葉をかりれば、生涯学習論におい  

て注目される「インフォーマルエデュケーション」につ  

いても、校外学習や交流会は大きな学習効果が期待され  

る。※5   

インフォーマルエデュケーションは、必ずしも教育的  

意図が明確ではないが、偶発的な学習が生起しえる場や  

活動（地域・家庭の教育力、サークル・文化活動など）  

が、多様な「気づき」（学習意欲の喚起）を生む場をつ  

くる。坂戸での交流会において、生徒たちが「英語学習  

の必要性」について気づいたことも、こうした教育効果  

によるものであろう。   

松岡はさらに、国連が定めた教育方針「E SD：  

Education for sustainable Development（持続可能  

な開発・発達のための教育」についても触れ、今後世界  

規模で期待される教育のあり方について、「教育・学習  

・活動の総合化」を指摘している。これは、現代的な課  

題（環境・福祉・人権・国際理解・情報）に対応する教  

育実践の総合化、意識と行為の一体化を示すものであり、  

まさに21世紀に求められる総合学科の教育実践イメー  

ジと言える。多忙を極める学校現場のなかで、さまざま  

な体験型学習プログラムの開発には多くの時間と労力が  

必要であり、今秋告示される学習指導要蘭の方針との兼  

ね合いも懸念されるところではあるが、国際交流を通じ  

た相互の文化尊重や他文化共生の意識が生徒・教員・保  

護者、さらには地域社会に浸透していくことが、今後の  

課題である。  

【参考文献】  

※1 台湾国際教育旅行連盟「2006年台日教育旅行研  

討合字冊」p．22～26  

※2 台湾教育部編2006年『台湾の高等学校国際教育  

旅行交流成果集一世界と友達になろうー』p．17～  

18  

鱒3 財団法人日本修学旅行協会『データブック教育  

旅行白書2008年版』p．44～57  

※4 毛受敏活・鈴木江里子編著2007『「多文化パワー」  

社会一多文化共生を越えて－』明石書店p．54  

※5 兵庫県立神戸甲北高等学校編2007『総合学科の  

挑戦一神戸甲北高校キャリア教育の10年－』学  

事出版p．109～111  
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② 保護者意向調査集計結果  
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④ 旅程表  
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【資料①】2年次台湾校外学習をめぐる生徒月教員胃保護者の動き（年表）  

牢 岩月  できごと   教員側の動き・準備   

方雫行代理店へ見積（第1次）  

10   マレーシア・シンガポールを  経済的・時間的負担が少なく、現地高校生との交流を希望   

2005．＿ 〝  に検吉、  
（平成11  見積依繚（第2次・台湾） 「台湾の修学旅行団が日本での交流受入高校を探している」との情報を入手   
17）「・■▼一・一  

12  台北駐日経済文化代表処 の黄冠越氏の来校  台湾教育部（文科省）が戦略的に海外修学旅行支援をおこなっているとの情報入手   

年  月   できごと   教員側の動き・準備   

5   職員会諌   
情報C」の授業でおこなう「生徒による校外学習計画」の放いについて、ニれまでの行き先で  

るオーストラリアに限定しないことが了解される   

教育旅行代理店3社へ見積  
6    依頼（第3次）   ミ、岩。 

6         保護者へ校外学習に関する 意向調査（質問紙）  H 要詳細は資札 M  

意向調査の結果をふまえ、校外学習に関する担任団の意向、学校の方針、現段階の候補先  
（平成；7 18）   産社収穫祭（保護者会）   （台湾）等について説明した。  
：9  
」＿  

！10   保護者会   

‘ 

台湾を前埠に行き先を検討していることを説明し、行き先変更の経緯や今回の校外学習の目  

的・意義について説明、保護者からの質疑応答を受ける。   

b n き12 t   台目高校生国際教育旅行シ ンポジウムに参加（後藤・奥 村）  台湾での交流先選定と台湾の文化理解のため、自費で参加。淡水商工職業学校が候補に     あがる。   
実地蹄査（後藤・竹内・奥  淡水商工、台湾大学を訪問し、交流・見学の計画について打ち合わせをおこなう。淡水商工  

2007  3        村・渋木）   こぅいては相互交流の可能性について打診する。   

年  ！月  できごと  摩員側の動き・準備  総合的な学習の時間   校外学習委員会の活動  

4  3年次生保譲者の陳正芥氏より申し出があり、ボランティアとし   ガイダンス（年間計画と学習目標  各クラス2～4各選出    て台湾校外学習の事前学習を手伝っていただくことになる。   H けこついて）   

5・6  台湾文化講座担当：茶番（後藤）、文化（奥村）、中国語（陳）、   l台湾文化課座（各クラス全4 回）、津座内容をふまえ、比較文 化レポート作成  詳座の手伝い（プリント配    生徒支援（竹内・渋木）    布、詳師助手等）  
7  歌舞伎鑑賞教室（国立劇  事前許義、鑑賞のしおり配布、事後レポート作成（舞台図スケッ   国立劇場の座席決め、座    場）          チ、しおりの内容確認′トテスト）    席表作成  
i8  淡水商工の来校決定  妄パスポート申請・作成（夏休み課題）  

中華航空事故を受け、航空  「交流会」班と「しおり作  

9   会社変更を検討（日本アジ ア航空）  ㌫蔓器家族募集廃芝景孟研修のグルー血 職員会議に航空会社変更と    成」班に分か、れて準備開 始  
庭流会にともなう特別時間割の  

2007  職員会護  

（平成  
案を了解される   しおり原稿依頼、目次確  

19）  に「つ  

保護者会   

lついて説明     l        】  
鷺→・・■  

田  

l  

‾鵬叩■ 「  

台湾校外学習（4～8日）重  ↓お附託記入   
ティング  

ホー云烹ティ受け入れ家族への説明会（16日）  
12  

淡水商工来校（19日）   流会準備（体験講座、通訳依頼、ホームステイ受け入れ、プログラム作成、舞台作成、歓迎 旗・看板等）  
ふりかえりアンケート実施   ふりかえりアンケートによる自己評価  

2008  
口  アンケート集計   

（平成 20）  ナ 

麻先生の請話（1・2年次生）i  

3  筑波大学教育学会にて実践報告  
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【資料②】2年次校外学習一保護者意向調査 集計結果  
2006年6月実施160名中88名回答（55％）  

1．行き先の検討についてのご意見  

校外学習希望場所   人数   

オーストラリア   29   
シンガポール・マレーシア   7   

台湾   
9   

国内  5  

韓国  

中国  

国内   5   

どこでも良い   41  

人数   理   由   人数   

オーストラリアが良い  29  大自然に感動して欲しい   6  

子どもが望んでいる   4  

なるべく遠い国へ行って欲しい  4  

治安上安全である   

事前説明で期待していた   3  

イメージが良い   

人数  希望場所 （複数回答有り）  人   理   由   人数   

オーストラリアでなく  59  シンガポール・マレーシアを希  7  多国籍の国でおもしろい   2   

ても良い  子どもが望んでいる  

社会見学の学習の充実  

英語会話の経験が一番できるのではないか   

台湾を希望   9  余裕をもったプランが可能である  5  

近くて遠い国である  

親日的である  

社会見学の学習の充実  

どこでも良い   41  日数を減らして欲しくない  8  

目標を達成ができる場所がよい  7  

治安が良いとこらならどこでも良い  2  

将来の日本を考えるとアジア方面が望ましい  2  

体琴を重視してほしい  

オーストラリアは紫外線が輝い  

韓画を希望   3  実績がある  

近いので交流しやすいのではないか   

国内を希望   5  日本の文化にもっと触れて欲しい  2  

安全である  

沖縄で平和教育をしてほしい  

中国を希望   ロ  体験を重視して欲しい 

2．旅費が10万円を超過することへのご意見 （）は人数  

（時代の流れ・原油高騰などの理由で）超過もやむを得ない（29）／必要な費用は捻出する（2～3万オーバーは仕方ない・内容の  

充実を求める（23）／積立金範囲内で行き先を検討してほしい（17）／オーバー分は積み立て等で対処してほしい（5）／無理のない  

金額で行えるものがよい（5）／旅費以外の自己負担分の金額を少なくしてほしい（3）／せっかくの機会で旅費もかかるので4泊はさ  

せたい（2）／超過する金額による（2）／指数を減らしたりオプションや食事回数の減少鱒避けてほしい（1）／生徒にとっての学習の  

必要性で決めてほしい（1）  

3．その他（ご要望など） （）は人数  

海外にこだわらず、日本の良さ・歴史を伝える場所もよいのでは（7）／何をねらいとするのか皆が理解しているなら、行き先は一任  

したい（3）／韓国で実施してきた経緯もあるので、再び原点に戻ってみることも必要と思う。（SARSは心配ないと思う）（2）／海外は生  
徒たちの得るものが大きいのでぜひ実施してほしい（2）／海外は生徒たちの得るものが大きいのでぜひ実施してほしい（2）／目的  
や趣旨にそったプランを企画すべき。得るものの多い学習活動となりますよう再検討して下さい（2）／家族数名がオーストラリアで  

大自然を味わいましたのでオーストラリアを希望（以下各1）／とにかく衛生面・治安面での安全を強く望む、親として子どもの希望  
にそえるようにしたい／治安面でもオーストラリアを望む／子どもたちがよい思い出を残せる有意義なものにしていただきたい／ア  
ジア方面はやめてほしい 子どもにとってオーストラリアは特別の思いを抱いているのでぜひ行かせてやってほしい／子どもも親も  

オーストラリアを期待しております／このアンケートを参考に、先生方が生徒にとって一番よいと思われる地を選んで下さると信じて  

います／生徒が海外の体験学習で何をやりたいかがポイント／旅費を安くするあまりに自由すぎるプランだけはやめていただきた  
い（学習の意義がない）／日本という国に理解があり、安全に活動できる国であればどの国でも安心して子どもを送り出します。／  

校外学習はまたとない経験が出来る行事ですので、必ず実行して下さい。／治安や食事、フライト時間など検討すると、台湾も良  
いと思います。／筑坂の校外学習の意義を無くさないようお願いいたします。／詳しい行き先は分からないので、希望だけを書き  

ました。よろしくお願いします。／名所旧跡を訪ねる観光旅行より一般市民の生徒と接し異文化体験を深めてほしい／英語公用語  
圏の海外を希望する／修学旅行は「楽しい」ものと考えるので、教育的見地は求めない。むしろ「印象」に残る場所がよい／英語  
力をためすのであればシンガポールでよいと思います／今までオーストラリアに行っていて慣れている分、安心かなと思います。  

／新地へは下準備も大変なのでは？／内容の充実性をとるのなら、もっと近場に変えてもいいのでは。（場所よりも思い出になる  

ことを）／学習の意義が異文化理解・国際交流ということであれば、韓国や中国、台湾などの「近くて遠い国」が良いのでは？／英  
語圏へ旅行で行っても英語力育成は難しい。日本という国土・国民性の小ささ、単一性とは異なる世界の広さを何らかの形で感じ  

られる内容であってほしい。／  
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【資料⑩】班別自主研修コース一覧表  

班  ホテルからの交通手段  目的地①  目的地②  目的地（卦  目的地④  目的地⑤  目的地⑥  目的地⑦   

台北101  

口  徒歩   行天宮   硬化街   
辺   霞海域陸廟  台湾故事館 250元   展望台350 元  南京東路周   陶然亭餐廉 ′－DFS   

2  MRT草連～中正紀念堂 20元  台湾植物園  台湾国立芸 術教育館  師大夜市  中正紀念堂  DFS  

3  徒歩   占い横町  行天宮   西門町   DFS  

4  徒歩   行天宮   東門市場  城中市場  DFS  
MRT民権酉踏まで徒歩  
20－30分   中正紀念堂   

5  中華工峯館  新光三越台  台湾故事館  服飾街   
DFS  

堂20元   

雪玉水洪供  

6  徒歩   行天宮   霞海城睦廟  台北101展 望台350元   應中心 50～15 茶店  DFS  

0元   

康華大飯店から辿化街ま  

7   で徒歩40分程度バスで辿  龍鳳競   
カバン屋街 西門町周辺  服飾街西門 町周辺  DFS  

化街まで15～30元   

台北101  

8  徒歩   行天宮   

天文科学教 育館40元  台北市立美 術館30元   展望台350 フ石  華陰街商圏  DFS  

隻速から連化  

9  徒歩   
衝まで徒歩   

行天宮   
台北101 展望台350元  孔子廟  20分程度  

退化衝   

10  徒歩   新東陽   
COSMED康 是美  マクドナルド   台北衣蝶 Idee  王徳僧   春水堂   DFS   

康華大飯店から隻速乾ま  

四   で徒歩15－20分程度  服飾街   台北故事館   台北101展   DFS  
MRT草連～西門20元  

50元  望台350元  

12  徒歩   
占い横丁  徒歩（南京東 路散  

策）  

康華大飯店から隻速乾ま  

13   で徒歩15－20分程度  阿宗麺線  服飾街   張記   徒歩   
MRT西門～  

MRT隻連～西門20元  市政府25元   

忠孝復興から 九  
廉華大飯店から忠孝復興  

MRT中正紀  

14   バス15－30元  バス90分90  念堂一中山  
分90元   20元  

雪玉水洪供  

15  康華大飯店から筆述晦ま で徒歩15－20分程度 MRT費連～西門20元  台北牛乳大 王・蜂大知排  十字軒餅店・ 張記  鴨肉扁   

阿宗麺線   鷹中心・老牌  

公園競   
北車蒔前店   

西門町散策 フ 

16  MRT中山国中～中正紀念 堂25元  中正紀念堂  龍山寺  ァッション街   

17  MRT隻連～市政府 25元  台北101 展望台350元  国父紀念館  西門町散策  DFS  

18  廉華大飯店から華連鞍ま で徒歩1∈ト20分程度 MRT費連～西門20元  萬年商業大 棲  雪花   中山北路散   行天宮   

策  
DFS  

東部幹線台  
東部幹線瑞  

19  MRT中山国中駅～台北20 フ亡   北～瑞芳普 通列車54元  九分散策  芳～台北  
普通列車54  
フt   

20  徒歩   行天宮   
袖珍博物館 180元  中正紀念堂  DFS   

教化南路周  

辺  

康華大飯店から民権西藤 まで徒歩15 

術館30元   21   －20分程度 MRT民権西路～剣渾20 元  朝、昼はフ 
※目的地間の移動手段は、徒歩または地下鉄（MRT）・バス・タクシーを利用。1元はおよそ3．5円（当時）。ほとんどの班が台北市内散  
策だったが、19班は九分（市外観光地）まで足を伸ばした。  
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【資料⑬】淡水高級商工職業学校来校記念国際交流会2007系列別体験授業の記錬①②③  

日時と会場  2007年12月19日（木）13：00～15：30   食品加工室・農場   

教員と系列  渋木陽介（農業科） 生物資源・環境科学系列（生物資源モデル）   

通訳  寮碧月（筑波大学大学院生命環境科学研究科生命産業科学専攻）   

受薄着数  筑坂生18名（内訳：男子11名、女子7名）淡水生6名（内訳二男子3名、女子3名）   
活動内容  収穫祭で盛り上がろう！（餅つき、収穫した野菜でつくる鶏団子汁の製造）   

学校農場の野菜等の収穫、餅つき等のものづくりを通して、食と農のつながりを実感し、また、異なる言語を用いる高校  
ねらい（目標）     生同士が協力しあう作業をとおしてコミュニケーション能力を伸ばしていく   

準備するもの  もちつき 収穫鶏団子の材料及び道具 等   

展開（時間、活  
動、指導上の   

留意点など）  留意する。  ノl二．ハ  
両校の生徒達は共に楽しみながら積極的に実習に望んでいた。このような活動はあまり多くの言葉を使わなくても楽し  

気づき、課題な      く実習ができる。言葉によるコミュニケーションを図らなくても済んでしまう生徒が一部いた。食事会のときなど歌を披露す  
ど（教員）      る生徒がいたりと盛り上がってはいたが、農場オリエンテーリングなど共に問題解決を行う活動を一部に取り入れたら良  

かったかもしれない∧   

Ql：筑波大坂戸の生徒の様子（交流をとおして国際親善を深めることができたか、英会話の力を伸ばすことができた  
か、淡水商工の生徒と交流できていたか、などについて、ご感想・お気づきの点をご指摘下さい。）  
私が担当した餅つき体験は坂戸の生徒も淡水商工の生徒も英語ぺらぺらで、通訳はあまり役に立たなかったです。ほと  
んどの生徒達が非常に明るくて、人見知りしないですが、中に、一人か二人か恥かしがり屋がいました。その時に、「淡  
水商工の生徒に聞きたいことない？」「相手は日本の餅つきをどう思うのか知りたくない？」をその子に言ったら、「じゃ、  
……を聞いてもらえませんか？」と言われました。交流会に参加した生徒達はきっと相手のここをもっと知りたいという気  
持ちがいっぱいあると思います。Shyだから、なかなか切り出せないですね。特に、隣に英語をぺらぺら話している同級  
生がいたら、もっと恥かしく感じるでしょうね。この時に、通訳の人が少しプッシュしてあげれば、きっと、みんなで交流を  
もっと楽しむことができるでしょう。または、事前に、生徒達に一つか二つ聞きたいことの英語を覚えてもらうといいかもし  
れません（  

Q2：淡水商工の生徒の様子（交流を楽しんでいたか、困ったことや苦情などはなかったか、など、ご感想・お気づきの点  
をご指摘下さい。）  

通訳のふりかえ  り                                  淡水商工の生徒達が始めての餅つきでとても興奮していました。つきたてのお餅に色んな味をつけて食べるのが始め   てと言いました 
。餅つき組みとついたお餅を小分けして味付け組みに分かれました。予定では、全部できてから、皆で食  

べることですが、味付け組みが誘惑に負けずに、締み食いしていました。二つの学校の共同カンニングでした。担当の  
先生にばれた時に皆大笑いしました。体験講座に入る前に、全員ジャージなどに着替えました。暖かい台湾から来た生  
徒達にとっては、この日は寒いため、あまり外に出たがらないです。もし、今年も外のイベントがある場合、台湾の生徒達  
に暖かい格好でくることを伝えた方がいいかもしれません。困った事や苦情などはなかったです。  

③体験講座の進め方について（事前の打ち合わせが必要だったか、生徒同士、生徒と教員、教員と通訳の間の意思疎  
通がスムースに行われたか、お気づきの点をご指摘下さい。）  

餅つきの方の体験許座は全然間膚なかったです。でも、専門用語のある場合、事前に通訳に知らせば、当日の通訳は  
もっと順調にできるかもしれません。通訳の内容が分からない場合、通訳さんは前日緊張して眠れないことが多いです。  
ゆっくり休めないと実力が発揮できないです。去年の通訳を担当した者の中、大体皆自分の得意分野を選んだから、大  
きな閉居はなかったと思います。今年は同じメンバーが集まるとは限らないので、ビゾユアルヘ◆－シックでプロゲラミンダ実習、  
ハ○フォーマンスコミュニケーション実習、日本流ビゾネスマナー俸験など専門的な用語がある体験は要注意です。   

私はお餅つきをしました。きなこ・大根おろし・納豆の三種類を作ったけど、納豆はあまり食べてなかった。（淡水生）納豆  
はあまり好きじやないと行っていた。餅つきはとても楽しそうにやっていました。  

もちつきをした。台湾の人は、はじめての体験だったらしく、すごくたのしんでくれたみたいだった。台湾の人には、やっ  
ばり納豆は人気がなかった。においがだめらしい…笑でも、人によっては、おいしいといってくれる人もいた。  

一緒に作業をすることでバディの人とコミュニケーションをとれた。会話をするよりも同じことをやり通す方が仲良くなれる  
気がする  

餅つきをして、台湾での餅を食べるときのことなどの話を聞けたのでよかったです。  

野菜の収穫を淡水の高校の人と楽しくできましたが、野菜を数個しか収穫できなかったことが残念です。後、交流会の  
日はとても寒くなったので、台湾の高校はつらそうでした。  

言葉がわからなくてもお互い通じ合ったと思う。話す言葉は違ってもやっばり同じなんだなあと実感した。  
生徒ふりかえり                                みんなで火を囲いたくさん話し、笑いあえた。言葉が通じないけれど身振り手振りで伝えようと思えば伝わるということが  

わかった。とても楽しかった。  

動詞と名詞を言えばとりあえず伝わる。  

当日はすごく楽しい。  

餅つき楽しかったし内田子作りも楽しかった。Ⅰ系に入ってよかった。  

通じる言葉が英語しかない、その英語もまともに話せないし、ちやんと説明できるか心配だったる身振り手振りを加えて  
説明したらわかってくれた。農場見学など、とても楽しかったし交流出来てよかった。  

日本ではよくやるが台湾ではあまりやらない餅つきをして楽しんだ。台湾の学生たちも餅つきをしてみて笑っていた。団  
子入りの汁とか美味しかったけど納豆餅はいやがっていた‥美味いのになあ。  

淡水正たちと取りたての野菜を切り、汁にして食べた。印象に残ったことは、今回ホスト側に回っていろいろと大変だっ  
たけれど最終的にいろいろおいしい物を食べられたし、コミュニケーションもよくとれたのでよかったと思います。   
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系列別体験講座の記録④  

自時と会場  2007年12月19日（木）13：00～15：30 CAD室   
教員と系列  金城 車庫（工業科）工学システム・情報科学系列   
通訳   王敦彦（筑波大学大学院生命環境科学研究科持続環境学専攻）   

受講者数   筑坂生24名．（内訳：男子5名、女子19名）淡水生絹（内訳‥男子1名・、女子6名）   
活動内容  ビゾユアルヘ○－シックでプげラミンゲ実習（オリゾナ／レのプげラムを活用した計算ソフト作成）   

ねらい 目標  ①プログラミング実習を通じて相互交流を行う    刀て  

準備するもの  パソコン・資料   

展開（時間、活動、 指導上の留意点な   
ど）   

作品紹介 ⑦まとめの言葉   

今臥VisualBasic（Ver6）を従来、生徒に行っている授業を英語による作成したプリンントをもとに説明■実  
習を行う形式とした。台湾の学生はVBを活用した実習を過去に行った生徒もいて、実習の趣旨がすみやか  

気づき、課題など  
（教員）  を行い、相互の交流がはかれた。通訳を行っていただいた、王さんにも実習の趣旨ねらいや実習内容がス  

ムーズに理解され、台湾の学生に伝えられた、様々な面で王さんに感謝します。課題として、もっと事前にこ  
ちらの可能な実習内容を伝えて、台湾の学生が選択可能にするとか、工夫が必要であった。   
③体験講座の進め方について（事前の打ち合わせが必要だったか、生徒同士、生徒と教員、教員と通訳の  

通訳のふりかえり     間の意思疎通がスムースに行われたか、お気づきの点をご指麹王塾上⊥．山サ．叩．＿→▲▲．州“．「．、＝∨＿〃．り．“－＿】．り．，．．．－州「、、】一叩 
（回答無し…メールトラブルにより連絡出来なかった。）   
ふつ一にパソコンできてて、教えることなんて日本語の入力方法ぐらいしかなかった。そのときその子のプロ  
グも見せてもらった。  
CAD室で体験講座をやったが淡水高校の人たちの方がビジュアルベーシックを使ったことがあり、素早くや  

生徒ふりかえり           ることができていたことに驚いた。   台湾の生徒と言葉の壁を越えて一つの作品を作ることができた。上手く英語で会話はできなかったかもしれ  
ないが、気持ちは伝えることができたと思う。  
系列体験学習はパソコンを使った授業だったのでyahoo！の型塾づ二望堂堕2壬、金言独 

＿m叩。，．＿【鵬WⅧ，【【＿ 

淡水生一人にたいして、こちらが4人と多く、まとまりがあまりなかった   

系列別体験講座の記録⑤  

日時と会場  2007年12月19日（木）13：00～15：30  福祉実習室   

教員と系列  竹内義晴（公民科・福祉科）平田佳弘（保健体育科）生活・人間科学系列（福祉・保育モデル）   

通訳   陳達謙（筑波大学大学院地域研究研究科地域研究専攻 日本語研究コース）   

受講者数   筑坂生22名（内訳：男子2名、女子20名）淡水生9名（内訳：男子 5名、女子4名）   
活動内容  パフォーマンスコミュニケーションゲーム と 文化施設（聖天宮）見学   

①コミュニケーションゲームを通しての意思疎通の下地を作る ②移動手段の中（バス）や移動先（道教寺  

ねらい（目標）      院）でのグループでの意思疎通の表現を深める   

準備するもの  運動着   

展開（時間、活動、 上のな   
指導留意点    コュニ 

ど）   

1時間目のゲームは大変盛り上がり、ニックネームも付け合い目標は達成された。2時間コミュニケーション  
気づき、課題など      ゲームでも盛り上がっただろう。見学場所は時間があれば川越など見るものが沢山ある観光地の方がより  

（教員）  会話が弾んだだろう。寒い寒いといいながら楽しそうに会話を楽しんでいたのが2時間目だった。   

③体験講座の進め方について（事前の打ち合わせが必要だったか、生徒同士、生徒と教員、教員と通訳の  
間の意思疎通がスムースに行われたか、お気づきの点をご指摘下さい。）  

通訳のふりかえり        特になかった。ただ台湾の「廟」の見学はつまらないと思っていた子はたくさ亦烹ら抗砺で、他の場所が  
あったらいいと思う。でも場所はあまり重要じやないような気もして、皆結構はしやいでいたから。   
自己紹介やゲームをして仲良くなれた。自分たちがむかえるがわだったので、楽しんでもらえてたらうれし  
い。せっかく日本に来てくれたのだから、日本語を教えてあげた。台湾語も少し教えてもらったけど発音が難  
国とか関係ないんだなと改めて思った。淡水にいったとき何も接点がなかったこと仲良くなって日本に来たと  

生徒ふりかえり           き、私宛に手紙とプレゼントを用意してくれたことがすごくうれしかった。  
みんなノリがよくて日本人と似ているところが多かった。積極的に授業に参加していたし、みんないい人たち  
だなあと改めて思った。台湾人が大好きになった。   
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系列別体験講座の記録⑥  

日時と会場  2007年12月19日（木）13：00～15：30 被服実習室   

教員と系列  石田 光枝（家庭科） 生活・人間科学系列（アパレルモデル）   
通訳   童安侠（筑波大学大学院 人間総合科学研究科 体育科学専攻）   

受講者数  筑坂生17名（内訳：男子0名、女子17名）淡水生8名（内訳：男子1名、女子 7名）   
活動内容  アパレル実習（和柄の浴衣生地を用いた巾着袋作成）   

ねらい（目標）  巾着袋を作る   

準備するもの  布、ひも、糸、針、ミシン   

展開（時間、活動、 の   
指導上留意点な   

ど）   

④（時間が余ったので）ファッションショーのビデオ鑑賞   

気づき、課題など  生徒（筑坂）に、あらかじめ自分の浴衣に合う巾着袋の製作をした。その後体験講座にに臨んだので、失   
（教員）   敗もなく短時間で完成し、持って帰ってもらうことが出来た。   

①体験講座の進め方について（事前の打ち合わせが必要だったか、生徒同士、生徒と教員、教員と通  
訳の間の意思疎通がスムーズに行われたか、お気づきの点をご指摘下さい。）  

通訳のふりかえり  Ⅰ、事前の打ち合わせがあったため、スムーズに行われた。  
Ⅱ、担当しているところで時間が余ったため、ビデオを見たりもした。また、浴衣を着たいという台湾  
の学生もいたので、すぐに著させてもらっていた。非常に良かったと思う。   

普段先生が私たちにアパレルを教えているのって大変だなあと思いました。みんなで巾着袋を作ったり、  
ファッションショーのビデオをみたり‥・。楽しか払．¶仙山仙】…＿＿一町「．州．．，．叩．．】＿山．＿‖仙】＿－＿】【 
「【，Ⅳ…【＿…】＿、   ミシンを使って巾着を作るという体験講座だった。私は主にミシンの手伝いをした。返し縫いとかどんなふう  
にいったら良いのか迷ったけど「リターン」で通じたのでなんとか教えることができた。英語を使って裁縫を  

学生たちにとって浴衣は  生徒ふりかえり              教えるということを通してコミュニケーションカが伸びたと思う。   浴衣を着て登場した時台湾の学生たちがいっせいにカメラを向けてきた。台湾の  
日本の代表的な文化であると思った。台湾の学生が浴衣を着たいといって着たとき、日本人と変わらない  
美しさにびっくりした。  

やり方を教えるのがすごく大変だった。通訳さんがいなかったら絶対やばかったと思う。後、浴衣を着て  
やったのがとても良かったのかなと思った。喜んでくれたからすごく良かった。   

系列別体験講座の記録⑦  

日時と会場  2007年12月19日（木）13：00～15：30 調理室   
教員と系列  後藤巻子・田中友紀子（家庭科） 生活・人間科学系列（フードデザインモデル）   
通訳   王 悟潔（筑波大学人間学群 心理学類）   

受講者数   筑坂生17名（内訳：男子0名、女子17名）淡水生8名（内訳：男子3名、女子5名）   
活動内容  和食調理実習（赤飯、茶碗蒸し、白玉フルーツ）   

①炊きおこわの作り方  

ねらい（目標）     ②茶碗蒸し作りの復習（具入り）  

③白玉粉の扱い方（復習）   

準備するもの  食材、英語版レシピの作成、エプロン・三角巾の用意   

1．赤飯、茶碗蒸しの示範をして、調理のポイントを説明した。  
展開（時間、活動、 上のな   
指導留意点  ど     2．示、調理し。   3．できあがったら、試食台で、机を並べて大勢で試食をした。  

）  

（生徒は、事前のリハーサルで一度、同じ作り方で実習を行った）   
事前リハーサルを行ったため、生徒に余裕ができ、淡水の生徒を引っ張りながら楽しく実習している様子  
がみられた。  

気づき、課題など         また、事前に、王さんとゆらくり打ち合わせをすることができたので、こちらの伝えたいことをよく汲んでくだ  
（教員）  

さり、示範のときも実習もスムーズに進められたように思う。また、通訳だけではなく、調理や試食の際も積  
極的に関わってくださったおかげでとても和やかに楽しく進められた。   

③体験講座の進め方について（事前の打ち合わせが必要だったか、生徒同士、生徒と教員、教員と通訳  
の間の意思疎通がスムースに行われたか、お気づきの点をご指摘下さい。）  ■  

事前の打ち合わせがあって、全部の流れを把握できてよかったと思います。なかったらこ亨宮元有蘭元寺「  
通訳のふりかえり           ても答えられないと感じ悪いので、事前の打ち合わせが大切だと思います。淡水工商の学生は坂戸高校  

の授業内容はすごく興味を持っています。台湾の場合、料理専門科ならば、料理の授業しかないので、  
日本はどうでしょうかという質問がありました。   

生徒ふりかえり  通訳の人がいたおかげで、調理の説明が伝わったので淡水の人たちも結構調理に参加できてよかったと  
思う。淡水の人たちは質問をたくさんしていて熱心に授業していて、なんだか嬉しく思った。  
調理を体験したが、淡水の生徒さんは自分たちよりもよっぽど腕がたっていた。授業の内容がこちらよりも  
高度だと思いました。レシピにアレンジを加えたりしてて、こちらは教える側だったのにこつちが勉強になっ  

バディが男の子だったんだけど、料理が大好きな子だった。先生のお手本を見ただ行亨こ 

テキパキやってくれたから、すごいと思った。料理ならあまり英語はいらないからよかった。  －  

一緒に同じものをつくるというのはよいことですね。でもコトバがわからないと、どうしても青海両盲ご甘表面  
士でかたまってしまう傾向があるのが見て分かりました。ちがう文化のもつ人同士でも会話やコミュニケー  

ションができるようにならなくてはいけませんね。あと赤飯をのこしていたのはちょっと残念でした。もったい   
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系列別体験講座の記録⑧  

自時・会場  2007年12月19日（木）13：00～15：30  コンピュータ教室B   

薮員と系列  奥村準子（国語科）、加藤敦子（外国語科） 人文社会・コミュニケーション系列（人文モデル）   

通訳   陳 正答（本校生徒保護者）   

喪講者数  筑坂生20名（内訳：男子5名、女子15名） 淡水生10名（内訳：男子 5名、女子 5名）   

活動内容  唐詩を楽しむ（日・中・英語を使って唐詩を楽しむ。百人一首の紹介）   

①日本と中国を代表する韻文である百人一一一首と漢詩を知り、「ことばの響きの美しさ」を楽しむ。  

ユらい（目標     ②詩歌のもつメッセージを理解し、他者に伝える。  

③異なる言語を用いる高校生同士が、日・中・英語とボディランゲージを駆使してひとつのミッション（課題）を解決する。そ  
の作業をとおしてコミュニケーション能力を伸ばしていく。   

堕備するも  唐詩1編を書いたプリント（5グループ分）、辞書（漢和・中日）、PC5台   

展開（時 間 
、活動、  
指導上の留  

当教員と通訳による表彰および講評、⑥全員で記念写真   
意点など）   

気づき、課  中英辞典があると英語によるコミュニケーションがよりスムースだった。唐詩の難易度や知名度（web上で検索できるか否   
題など（教  か）によってグループワークの進行（生徒たちの理解度）に差が出てしまった。英会話やコミュニケーションが苦手な生徒   

員）  への支援にくふうが必要だった。   

Ql：筑波大坂戸の生徒の様子（交流をとおして国際親善を深めることができたか、英会話の力を伸ばすことができたか、  
淡水商工の生徒と交流できていたか、などについて、ご感想－お気づきの点をご指摘下さい。）  
英会話能力を伸ばしたかどうか分かりませんが、ニとばが判らなくてもなんとかコミュニケーションを取っている様子で、若  

者達の能力を†言じても良いのではないでしょうか？  

Q2：淡水商工の生徒の様子（交流を楽しんでいたか、困ったことや苦情などはなかったか、など、ご感想・お気づきの点  

通訳のふり  

かえり  

Q3：体験講座の進め方について（事前の打ち合わせが必要だったか、生徒同士、生徒と教員、教員と通訳の間の意思疎  
通がスムースに行われたか、お気づきの点をご指摘下さい。）  

淡水商工の校長先生が歌った詩と同じように、台湾や中国にはたくさんの唐詩にメロディをつけて歌うようになった。もし、  

事前授業のなかで、使用する詩唐詩を先方に伝えておけば、ひょっとしてメロディのある詩を聞かせてくれてひと味違う鑑  
寛ができたでしょう。（反対に、もし日本語の唐詩でメロディのついたものがあれば聞いてみたいです。）   
ったない英語だったが、同じ班の人に協力してもらい、何とか通じることができた。英会話力が少しだけついたと思う。また  

生徒ふりか えり     淡水の方に日本語を伝えるとき、いつものようにはなしていたら、ゆっくりと言われた。このことから、外国人だけでなく他人  
に言葉を伝える難しさを学んだ。  

漢詩の読み方などを学習しているときは交流できたが、パワーポイントの作業に入ると喋りにくかった。  

Ⅳ系の人文モデルは漢詩をやった。漢詩を聞いて、少しつまらないかと思っていたが、あちらの高校生は意外と楽しんで  
くれ、お互いの母国語を教えあった時には笑いがおこった。多少の言語力とジェスチャー、筆談でお互いの言いたいこと  

をいってやっと通じたときは本当に嬉しかった。いい時をすごせた。   

系列別体験講座の記録⑨  

日時と会場  2007年12月19日（木）13：00～15：30 ビジネス実践室   

教員と系列  封崎 加奈子・中井 毅（商業科） 人文社会・コミュニケーション系列（ビジネスモデル）   

通訳  劉 貴志（筑波大学大学院 システム情報工学研究科 経営・政策科学専攻）   

受講者数  筑坂生10名（内訳：男子4名、女子6名）淡水生10名（内訳：男子0名、女子10名）   

活動内容  ペア同士で写真を撮影し画像をフォトショップで加工、下敷きを制作する   

①パソコンを使った共同作業を通して、コミュニケーションを図る。②デザインのアイディアを出し合い、互いの文化を知  
らい（目標     る。   

～備するも  パソコン・フォトショップ（ソフト）・デジタルカメラ・ラミネ一夕   

展開（時  

間、活動、  ペア同士の写真を撮影した後、デザインのコンセプトを話し合う。そのコンセプトを基に、フォトショップで写真を加工、印   

指導上の留  

意点など）   

気づき、課  事前に本校の生徒にソフトの操作方法を敢えていたが、思った以上に作業に時間がかかった。授業の後半に他施設への  
題など（教  

員）  

良かったと思う。十分な時間を確保するか、操作方法を周知徹底するかどちらかの対応が必要だったと思う。   
③体験講座の進め方について（事前の打ち合わせが必要だったか、生徒同士、生徒と教員、教員と通訳の間の意思疎  

通訳のふり  

かえり  事前の打ち合わせが必要だと考える。或いは、体験講座のやり方についての説明  
（文章化）をメールで送って来られればいいと思いますコ今回には事前の説明がないせいで体験講座の進み（時間や中  

身など）が影響されたと気がします。   

生徒ふりか－  交流会の思い出を写真に残せた。  

名刺から下敷きに変わって、さらにバス移動で台湾式の神社のようなところに連れて行かれた。しかし最初の作業時間が  
短くて、満足に作業できずに終わってしまったのがとても残念だった。  
体験講座で渡しは下敷き作りをパソコンでやったけど、二人で一つのデザインを考えて、二人の写真に加工したけど、い  

い思い出になった。伝わらないことは紙に書いて伝えることによって、コミュニケーションをとれた！I   

－65－   



【資料⑭－1ゲラフ】台湾校外学習■満足度調査  

3－6 仲間との高校生語の充実  

3－5「アジア共同体Jを意識する  

3－4 日の歴史理解  

3－3 英会話の力を伸ばす  

3－2 交流を通した国際観蕃  

3－1主体的な行動  

2－8 5日巨昼食（ランチホ●ックス）  

2－7 4日日夕食（放き肉）  

2－6 3日日夕食（広東料理）  

2－5 3日日量食（弁当）  

2－4 2日日夕食（湖南料理）  

2－3 2日巨暴食（石綿料理）  

2－2ホテル朝食レくイキング）  

之－1ホテルの部屋  

ト7班別自主研修  

卜腐淡水タウンウオッチング  

ト5淡水市工高校での体験講座（牛後）   

卜4淡水商工高校との交流会（午前）  

ト3交流会リハーサル  

ト2台湾大学での講話・キャンバス見学  

ト1故習博物院の見学  

0％  20％  40％  60％  

【資料⑭－2グラフ】淡水商工来校交流会・満足度調査  

2－3高校生藷の充実をはかる   

2－2英会話の力を伸ばす  

2－1国際観害を深める  

卜5交流会後片づけ  

卜4系列体験講座  

卜3昼食（お弁当）  

ト2交流会（体育館）  

ト1交流会準備  

0％   10％   20％   8肪   ヰ0％   50％   60％   70％   8肪   90駕  100％  

【資料⑭－2表】淡水商工来校交流会を経験して、後  人   
輩へ伝えたいこと（自由記述）   数   

心構え（積極性・会話・異文化理解）   38   

貞暦学ぎの．吉夢＃   29   

台湾や交流会へのプラス評価   22   

食事への不満・注意   

健康・体調管理   8   

台湾や交流会へのマイナス評価   8   

生活面のアドバイス（入浴・寒さ■充電器）   3   

交流のアドバイス（紙とペン、謹書の用意）   2   

実施内容への要望（スケジュール、内容充実）   2   

日本の再評価   

【資料⑭－1表】台湾への校外学習を経験して、後輩へ伝え  人   
たいこと（自由記述）   数   

脚への不労・虐窟   51   

心構え（旅を楽しむ、交流）   19   

台湾・交流会へのプラス評価   17   

健康・休調管理   16   

生活面へのアドバイス（トイレ薬）   15   

台湾校外学習へのマイナス評価   

交流に関するアドバイス（辞書・英会話・交流会プレセーンり   7   

スケジュールヘの不落（多忙感）   5   

台湾の人々へのプラス評価（親切）   5   

日本（文化・食事■生活）の再評価   2   

【資料⑭－1】2007年12月13日質問紙調査実施（回収率91．2％）  

【資料⑭－2】2007年12月19日質問紙調査実施（回収率93．1％）  
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